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コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

多い人災と言える経営問題
  グローバル展開の拡大に伴い、多くの企業が抱えているのが、出

向者人材の不足問題だ。海外拠点の経営や、拠点の製造責任者を担

うには、それなりの知識と経験が必要だ。それがないまま赴任すれば、

本人の苦労だけでなく、人災と言える問題が発生することも多い。

海外拠点は国内の一工場ではなく、一つの独立した会社だ。税務調

査も入れば、組合問題などにも対応しなければならない。グローバ

ル化の拡大に伴い、すでに国内より海外での事業の方が、規模が大

きいという企業は多い。海外拠点の経営問題は連結決算の悪化に直

結する。海外拠点で多額の減損という例も多く見かけるが、それだ

けに出向者人材の事前の育成と見極めは極めて重要だ。

  これに対応するため、筆者が所属するコンサル会社でも多くの企

業で出向候補者を対象とした研修を行っている。工場全般を担える

製造幹部人材の育成、経営を担える経営幹部人材の育成などだ。

  これを担当する講師は、その道のベテランであり自らこれらを経

験したことのある人材ばかりだ。これらの研修を、毎年時間をかけ

て計画的に取り組んでいる企業は確実に工場を担える人材や経営を

担える人材が育っているが、そうではなく、必要に迫られて付け焼

刃的に短時間での研修を依頼されてくる企業は、出向候補人材が育っ

ていないことが多い。

直前研修だけでは効果は薄い
  必要に迫られて、短時間での育成研修を依頼されてくる例では、1

日～ 2 日で製造幹部や経営責任者としての必要知識の詰め込み教育

の依頼をされることが多い。受講する側は、自分の知らないことが

多いだけに不安を払拭するために必死なのだが、このような短時間

では、一方的な講義に終始しがちで、真に知識を自分のものとして

使いこなせることにならないことが多い。このことを研修窓口であ

る人事部門などに話しをすると、時間がない中なので、わからない

時は、もう一度テキストを見直してもらえばよいので、こんなこと

を聞いたということだけでも構わないと言われる方もある。しかし、

担当する講師としては、知識や考え方を真に自分のものとしてもら

い、それを踏まえて工場の経営や海外拠点の経営にあたっていただ

きたいというのが本音だ。

自ら考える場を作る
  そのため、研修ではできるだけ自ら考えてもらう時間をとるよう

にしている。有効な方法の一つがケーススタディだ。「このような会

社に赴任することになった。あなたならどうする」「このような経営

危機に陥った子会社の経営を任された。まず何からどう手を打つべ

きか」というように、実際に自分が責任者として担当する場合にど

うするかを考えてみるというものだ。財務三表や変動損益書、生産

品門別の原価内容などを材料にしたり、現場の状況や品質問題、納

期問題などを事例に、どのように課題を認識し、また課題解決のた

めにまず何から指示するかを考えることで、経験不足をカバーする

ことができる。これらの力は、単に知識を習得するだけでは身に付

かず、色々な場面を経験することで身に付いてくる。場数を踏んで

第206回 出向者人材の育成

【第 5面に続く】

＜執筆者プロフィール＞   

　大手家電メーカーにて、海外経営責任者などの要職を歴任後、ジェムコ日本
経営に入社。2007 年執行役員、2011 年取締役、2015 年 6 月より現職。上場
企業経営トップおよびボードメンバーへの顧問型経営支援をはじめ、グローバ
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いる責任者であれば、すぐに鍵となる課題がわかり、どこにメスを

入れるべきかといった勘所も持っているが、経験が乏しいにもかか

わらず責任者を担わなければならない場合は、知識と共にその勘所

を要請することが大切なのだ。

  さて、皆さんの企業では、出向者人材の育成はどのように行われ

ているだろうか。計画的な育成こそがグローバルでの事業拡大、課

題拠点を作らないポイントだ。もし計画的な育成ができていないよ

うであれば、早期に育成に取り組むことが大切だ。グローバル化の

中で全社の経営を担うことができるのは、海外拠点の経営経験のあ

る人材という時代だけに、将来の経営を担える人材育成という視点

でも出向者人材の育成には力を入れる必要があるということだ。

【第4面から続く】

  4 月 25 日のドルバーツは 32.05 近辺でオープン。ドルインデック

スが 2017 年 5 月以来の高値を更新し、ドル高基調が継続する中、中

国の金融緩和期待の後退から上海株が軟調に推移すると人民元安が

進行。ドルバーツも人民元安に連れて、32.15 近辺まで上昇した。し

かし、その後ドル買いが一服すると調整売りが入り、ドルバーツは

オープン同水準まで値を下げた。

　26 日のドルバーツは一転して人民元高が進むと、アジア通貨全般

に買いが先行し、バーツ買いが強まった。外資系企業による配当金

支払に伴うバーツ売り地合いも一服し、ドルバーツは 31.90 近辺ま

で下落。

　29 日は日本が GW 入りしたことや特段のイベントに欠ける展開に、

ドルバーツは 31.90 を挟んでの小幅レンジ推移に終始した。

　30 日のドルバーツ相場は 31.95 近辺でオープン。中国の 4 月 PMI

速報値が市場予想を下回る結果となると人民元安が進行し、ドルバー

ツも一時 32.00 手前まで上昇した。

  5 月 1 日はレイバーデーで多くの市場が休場となる連邦公開市場委

員会（FOMC）結果でこれまでのスタンスが踏襲され、その後のパウ

エル連邦準備制度理事会（FRB）議長の会見においても、利下げを示

唆する発言は見られなかったことから、ドル高が進行。ドルバーツ

は一時 32.00 近辺まで上昇した。

ドルバーツは戴冠式を控え、神経質な展開を予想する

  4 月末のドルバーツ相場は一時 32.15 近辺まで上昇を見せ、上値追

いの展開となったものの、月末にかけては再びバーツ買いが強まり、

既往レンジ内まで値を戻す展開となっている。ドルバーツは 4 月 25

日に月間高値をつけたが、その要因としては、総選挙の比例議席配

分を巡り国内政治不安が高まったことや商務省が発表した 3 月貿易

統計にて輸出額が予想を大きく下回ったことにより、タイ経済への

減速懸念が高まったことが要因と考えられる。

  一方、この時期は配当金支払に伴うリパトリフローが強まる時期

にも重なることから、ドルバーツはこれらのフローにも振らされた

印象があり、ドルバーツは上昇後に、月末にかけて再びバーツ高が

進む展開となった。

  ソンクランを終え、やや動意が見られるバーツ相場であるが、5 月

4日の戴冠式を迎えるまでは、様子見姿勢が強まる展開が予想される。

加えて 5 月 9 日には総選挙の結果が発表される予定となっているこ

ともあり、タイの政治動向は目先不透明な状況となっていることか

ら、これらのイベントを無事に終えるまでは今しばし神経質な展開

が継続するのではなかろうか。（5月 2日 7:30）

橋　雄史

ドルバーツは上昇後に下落する展開
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